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令和５年６月教育委員会定例会会議録 

 

１ 期  日  令和５年６月２３日（金）   開会 午後３時３０分 

                       閉会 午後４時１３分 

 

２ 場  所  旭市役所３階政策決定室 

 

３ 出席委員  諸持 耕太郎（教育長） 

鈴木 典男（教育長職務代理者） 

鏑木 俊一 

冨山  理 

平野 勝久 

 

４ 出席職員   

教 育 総 務 課 長  向後  稔 

学校教育指導室長  臼倉  浩 

生 涯 学 習 課 長  伊藤 弘行 

体 育 振 興 課 長  金杉 高春 

教育総務課副課長  江ヶ嵜 基道 

教育総務課副課長 
(学校再編室長兼務) 

 八馬 裕樹 

生涯学習課副課長 
(旭市図書館長兼務) 

 加瀬 美智子 

生涯学習課副課長  佐野 唯生 

体育振興課副課長  遠藤 敏晴 

教育総務課総務班副主幹  加瀬 悦子 

 

５ 教育長開会宣言 

 

６ 教育長挨拶 

 ・６月に入ってから関東地方にも梅雨入り宣言されて３週間ほど経過しました

が、少し梅雨の中休みという感じでしょうか。この間、各学校でいろんな行

事も進んでいるのですが、やはり梅雨時の熱中症やコロナ感染症の発生には

まだまだ注意喚起が必要かなと考えているところであります。 

 ・本日は、議案上程はなく、教育委員会報告及びその他となっていますので、

いろいろ情報交換ができればと思っています。 

    

７ 会議録署名委員の指名  冨山 理委員  平野 勝久委員 

    

８ 教育委員会報告 
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・資料により委員会報告及び行事予定を説明する。 

 

９ その他 

【教育総務課長】 

 ・育英資金申込状況について報告する。 

・給食だより、学校指導室だより「かけはし」について説明する。 

 

【学校教育指導室長】 

 ・教育活動の現況について報告する。 

  １．非常変災及び地震、大雨の被害状況等 

  ２．運動会・体育祭等 

  ３. 沖縄交流事業 

  ４. 旭市教育委員会学校訪問 

 

【学校再編室長】 

 ・学校再編に伴う現況報告 

  １．干潟地域における進捗状況について 

  ２．海上地域の説明会について 

 ・学校再編だよりについて説明する。 

 

【生涯学習課長】 

 ・事業について報告する。 

１．旭市・茅野市児童交流事業について  

  ２．海上キャンプ場 夏の宿泊体験！の実施について  

 

【体育振興課長】 

 ・事業について報告する。 

  １．日本一 身近な海づくり推進事業「ぽるぽろ」について 

  ２．日独交流事業について 

  

《質疑》 

【委員】 

 ・学校再編だよりの関係で保護者のアンケートの結果が出ており、回答率 50～

60％位だが、どうやってやったのか。学校を通じてやったのか、それとも別

のルートでやったのか、また、回収はどうやったのか。 

これについて、私の予想外だった点は、２番の「統合する場合どのような統 

合が望ましいか」について、「古城小を活用する」が非常に多かったこと。 

古城小学区は当然こうなるとは思うが、他の学区では自分のところの学校を 

通う学校にしたいと思うのではないかと感じる。これについての回答は不要。 
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 ・茅野市の交流の関係で、もう募集はやったのかということと、２０名という 

人数は、多かったらどう絞ったのかを教えていただきたい。 

 ・運動会の関係ですが、体育祭の後すごいコロナが流行ってしまったという高 

校の報道があったが、旭市では無かったのか。 

 

【教育総務課長】 

 ・学校再編だよりのアンケートの集計方法は、昨年保護者説明会を全ての学校

で実施し、学校再編基本方針の動画と干潟地域の小学校の現状と統合した場

合どうなるという動画を放映した。動画については、全ての保護者に見てい

ただくようにスクールメールでリンク先（ＱＲコード）を貼ってお知らせし

たので、かなりの数に観ていただいたのではないかと思っている。 

アンケートは、全保護者にスクールメールで発信し、画面上で回答できるよう

になっており、回答いただいたものをすぐにシステム集計した。学校の回答率

は、学校によりばらばらだが概ね 60％程度であった。未回答者には、動画を

観て内容が分かっていたので、特に反対等無いので回答しなかったという声も

聞かれた。あと、就学前の幼稚園、保育園の方にも紙で送ったが、その回収率

は 20％程度であった。 

 

【生涯学習課長】 

 ・茅野市児童交流事業の募集は、５月２６日（金）から６月９日（金）までで、

すでに締め切っている。従来どおり３０名募集したが、この交流事業は過去

３年間できなかったことで２０名の応募で、希望者全員が参加できる。 

これは３年間実施していないことから、子供たちに茅野市の魅力が伝わってい

なかったのではないかと感じている。今回、茅野市に行った状況を動画でまと

めて、隔年で行く次回の募集チラシにＱＲコードを掲載し、動画を観てもらえ

るように考えている。また、ホームページにもその様子を載せたい。３０名と

いう定員については、今までは３つの学校の輪番で、１０名ずつ担任の先生方

が引率して行っていたが、（今回から教育委員会で公募することとしたことか

ら）５年生全員を対象にすると、担任の先生と違って扱いが難しくなると感じ

ている。そのため、２０名程度がいいのではないかと考えている。再来年行く

場合には、今回実施した様子を見て見直しをしたい。 

 

【委員】 

・子供たちの命を預かって行っている。多い方がいいという訳ではないと思う 

ので、十分気を付けて引率していただければありがたい。 

 

【学校指導室長】 

 ・先ほど、運動会後に欠席が増えたとの話があったが、旭市では、特に増えた

との報告は受けていません。 
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【委員】 

 ・運動会を実施して感染が広まったということはなかったということだが、県

内でインフルエンザにより休校した学校があるという。新型コロナに感染し

た数の公表が今までどおりに行われていないが、実質見ると去年の今頃より

も感染者数が多いという見方ができるということなので、注意してやってい

かないといけないと思う。 

 ・茅野市の関係は、参加児童２０名で４年ぶりに開催ということ。先週、茅野

市の方へ視察に行ってきた。北八ケ岳を視てきたが、今の時期なのでほとん

ど人はいない。山の起伏の変化が大きく、平地に住んでいる者には刺激がか

なり大きいと思う。旭市はイノシシがいるが、向うは、何もしないが、野生

の鹿が多くいる。是非ともこういう事業は実施していただきたい。 

 ・沖縄交流は、行き帰りのこちらの空港はどこを使うのか。 

 ・公立学校の教員数が不足しているというが、旭市では影響を受けているのか。

受けていた場合に、小中学校で不足していた教員について、どのような対応

をしていたのか。 

 

【学校指導室長】 

 ・沖縄交流事業は、羽田空港を利用して行く。 

 ・小中学校での職員の不足ということで、影響については昨年度も今年度も少

しずつあるような状況。対応としては、県の任用の所管である県の事務所に

引き続き働きかけたこと、また各学校が、市教委でもそうだが、代替職員の

方を連絡しながら探すような形でその対応をした。 

 ・現在の状況は、小学校で２校、中学校で１校欠いている状況で、小学校１校

については、８月末で解消する。中学校についてはまだ見つかっていないよ

うな状況。代替についても探す努力をしている状況。 

 

【委員】 

 ・そういった状況だと、指導はいろんな面に関わってくるが、学力がどういう

状況になっているのかが大変気になることである。古い人で対応していくの

かということは、各学校がもちろんやらなければいけないことだと思うが、

人員確保の努力を継続して行われていくことが必要ではないかと思う。 

 

【委員】 

・学校再編だが、干潟地域は何度か話し合いを重ねているようだが、２番の海 

上地域、特に滝郷小なんでしょうが、これは（地域検討会議の設置は）次の 

年度というこうとですか。（２の海上地域の）説明会というのは（１の干潟 

地域の地域検討会議）と同じですか。アンケートは干潟地域では先行して実 

施している。（海上地域でアンケートは未実施だが、先に説明会なのか。） 
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【学校再編室長】 

 ・海上地域に関しては、干潟地域同様、今年度にまず保護者の方々に説明会を

実施して、その後アンケートをやる。その後に、地域向けに説明会を再度や

り、その結果を踏まえて地域検討会議というものを設置する。 

 

【委員】 

 ・来年を目途にということか。 

 

【学校再編室長】 

 ・その辺は、アンケートの結果を踏まえてという形になるので、今は説明会を

中心にやらせていただいている状況。 

 

【委員】 

 ・飯岡、あるいは旭地域はどうか。 

 

【学校再編室長】 

 ・小学校を中心に各地区の小学校で説明会を順次やっていきたい。 

 

【委員】 

 ・「かけはし」で、講座が１から４まで出ている。この申し込みは、教師の方

がネットやいろんな媒体で申し込むと思うが、これをチームズ等の不特定多

数ではやらないのか。出席者のみの講習、講義、講座で終わってしまうのか。

その講座をチームズやネットにあげる等、第２、第３パターンの講座のよう

なものを準備しているのか。 

 

【学校指導室長】 

 ・講座は、各学校からそれぞれ申し込んでいただいた後、講師が来て講習を行

う。そういった中でグループ討議を入れる場面もある。今、Ｔｅａｍｓでも

グループを組んでできるものもあるが、顔を突き合わせて身近で研修するこ

とで、いろいろな情報交換ができることから、グループワーク等も含めなが

ら研修を行っている。第２、第３の研修については、例えばその研修を受け

た者が学校に帰って、同じ職員に広めたり、校内研修で報告したりしている。 

 

【教育長】 

 ・次回の教育委員会定例会は、７月２１日（金）午後３時３０分に開会するこ

とに決定する。 

 

１０ 教育長閉会宣言 


